
地震が起因で起きる火災について  

  令和６年１月１日午後４時１０分頃に能登半島地震が発生し、地震の揺れや津波による建物の  

倒壊など多くの被害がありました。中でも輪島市の大規模な火災について、総務省消防庁の消防  

研究センターは『地震で住宅の電気系統が傷つき、ショート（短絡）や接触不良などが起き、何らか

の原因で燃え移り、他の住宅へと飛び火していった』との見解を発表しました。 

        
阪神淡路大震災や東日本大震災で発生した火災の原因は電気系統が半分以上を占めていまし

た。そこで地震が原因で起こる電気火災の予防策を紹介します。 

  

 

 

電気火災が起きる 

原因はたくさん 

あるよ！ 

 『感震ブレーカー、感震コンセント』は地震による火災を防ぐことが出来る製品の 1つです。他にも

色々な防災・防火製品がありますので、まずは身近な所から対策を立ててみましょう。 

 いつ起こりえるか分からない災害に、少しでも対応するために『日頃からの防災に対する備え』を  

心がけましょう。 
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